
 

14 プロローグ 

 

プロローグ 東西の要衝の地 岡崎 

ヤマトタケルと浄瑠璃姫伝説 

岡崎信用金庫の本店がある岡崎市は、三河地方の中心都市である。三河の歴史は古く、律令

制の時代には「参河」と呼ばれ、古事記では「三川」と表記された。 

市の北部には、飛鳥時代に建立された「北野廃寺跡」がある。南大門、中門、塔、金堂、講

堂が一直線に並ぶ、わが国最古の「四天王寺式伽藍配置」で建立されており、物部氏の氏寺と

伝わる大寺院であった。出土した遺物からは、高句麗や畿内の影響が強くみられ、古代から活

発な交流があったことが窺われる。 

岡崎市を南北に流れるのが矢作川だ。当地は、三河湾と上流部を結ぶ物流の拠点として拓け

てきた。さらに、市内を東西に流れるのが乙川であり、矢作川に合流する。乙川沿いには、古

代から畿内と関東を結ぶ街道が設けられた。律令制下における七道駅路、鎌倉街道、東海道で

ある。岡崎は、東西の交通の要衝として栄えてきた。 

当地には、ヤマトタケル（日本武尊）の東征に因

んだ伝承が残る。景行天皇から東方の蝦夷を征伐す

るよう命じられたヤマトタケルは、伊勢で草薙剣を

賜り、熱田で宮津姫と婚約した後、岡崎の矢作川に

至った。土地の住民が賊の被害に困っていると訴え

ると、矢作川の中州の竹で一万本の矢を作り、賊を

退治したという。矢作川の名称はこの故事に基づい

たものである。岡崎を発った一行は、その後相模の

国へ向かい蝦夷と戦う。 

矢を作った場所には異説もある。乙川の中州に高

岩があり、その岩の上でヤマトタケルが矢を作った

というのである。神風により矢が吹き流されたこと

から吹矢という地名も生まれた。この高岩があった

場所は、現在の岡崎信用金庫本店の目の前にある。 

もう一つ岡崎に残る伝承は、浄瑠璃姫伝説である。源義経と浄瑠璃姫の悲恋物語だ。 

平安時代末期の承安4年（1174年）、牛若丸（源義経）は京都の鞍馬から、奥州の藤原秀衡の

元へ向かう旅に出た。その道中に、矢作の宿を訪れた。三河国の国司である兼高長者の屋敷に

矢作神社の「ヤマトタケル像」 
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逗留した牛若丸は、長者の娘浄瑠璃姫が奏でる琴の調べに聞き惚れた。名笛「薄墨」で琴に合

わせる牛若丸。二人は恋に落ちるが、奥州へ旅立った牛若丸との別れを嘆き、姫はやがて乙川

に身を投げてしまう。 

岡崎には、浄瑠璃姫伝説にまつわる古跡が数多く残る。姫が入水したと伝わる浄瑠璃淵は、

乙川の南岸、岡崎信用金庫本店から程近い場所にある。また、義経にまつわる明大寺という地

名や複数の史跡も残っている。 

ユネスコの無形文化遺産にも登録された、「人形浄瑠璃文楽」の原型となった物語である。 

徳川家康公を生んだ岡崎 

戦国時代の只中、天文11年（1542年）、徳川家康公は岡崎城で誕生した。 

松平親氏を始祖とする松平氏9代目の当主として生まれた。松平氏発祥の地は、三河国の山

間部、松平郷。時代と共に、矢作川沿いに南下して、平野部に勢力を拡大していった。岩津、

安祥と居城を移し、7代目の松平清康の時に、山中城を攻略して岡崎に居を移している。以

後、岡崎を本拠地と定めた。家康公が生まれた時には、岡崎城は既に現在の場所、乙川が矢作

川に合流する竜頭山の丘に築かれていた。 

駿府で人質時代を過ごした家康公は、「桶狭間の戦い」に出陣した。今川軍の先鋒を務め、

大高城への兵糧入れの任に就いた。時に19歳であった。今川義元が織田信長に討たれた後、岡

崎の大樹寺に逃れた家康公は、住職の登誉上人より「厭離穢土・欣求浄土」の教えを受け、生

涯の旗印とした。今川勢が退去した後の岡崎城に入り、遂に独立を果たしたのである。松平元

康から松平家康と改名し、さらに徳川家康と名乗ったのも、ここ岡崎だった。 

豊臣政権下では五大老筆頭となり、その後、将軍、大御所として天下人となる。その間、江

戸城・駿府城と、京阪の伏見城・二条城・大阪城の間を、頻繁に移動している。国を動かして

いくためには、どうしても関白や天皇が住まう京阪に、自ら赴く必要があったのだ。東西の移

動は東海道を用い、その都度、岡崎城に逗留した。 

家康公が最後に岡崎城に立ち寄ったのは、元和元年（1615年）9月であった。大坂冬の陣、

夏の陣で豊臣氏を滅ぼし、全国の大名に対して「一国一城令」を発出した。さらに、「武家諸

法度」、「禁中並公家諸法度」、「寺院諸法度」を成文化し、幕府の体制を盤石なものとしてい

る。世にいう「元和偃武」である。全てを成し遂げた後、家康公は後水尾天皇に暇乞いをし、

京都二条城を出立した。岡崎を経由して駿府城に入り、翌年4月には75歳の生涯を閉じた。死

の前年が最後の岡崎滞在となったのである。 
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江戸時代の岡崎 

江戸時代、岡崎は「神君御生誕の地」として別格の扱いを受けた。 

歴代藩主は、水野、松平、本多と全て名門譜代大名から選ばれた。その多くが老中をはじめ

幕閣の要職に就いている。さらに、徳川家の菩提寺である大樹寺や滝山東照宮を併設した滝山

寺など幕府の厚い庇護を受けた寺院も多く、親藩の中でも幕府との繋がりは極めて強かった。 

東海道の宿場町としては岡崎

宿、藤川宿の2宿が置かれた。「五

万石でも岡崎さまはお城下まで舟

が着く」と謡われたように水運の

要衝として栄えた。享和元年

（1801年）大坂へ出張した幕臣・文

人の大田南畝（蜀山人）は、「岡崎

の城は本多中務大輔の城にして、

その賑わい駿府に次ぐべし、町数

は五十四町、二十七曲とぞ」と紀

行文『改元紀行』に記している。「東海道岡崎城下二十七曲り」は、敵の侵入を防ぐため、城

下に引き入れた東海道を、極めて屈折の多い道筋としたことから付いた名称だった。 

江戸中期以降は、矢作川沿いの農村で綿作が行われるようになり、三河木綿が特産品として

量産されるようになった。三河木綿の歴史は古く、当地は、わが国木綿の発祥地とされる。平

安初期、延暦18年（799年）に一人の崑崙人（インド人とされる）が三河に漂着し、綿種をも

たらし木綿栽培を教えた。木綿渡来の伝承である。15世紀に入り、朝鮮半島や中国から新しい

綿種が移入され木綿栽培は全国に広まった。永正7年（1510年）奈良の興福寺に「年貢として

三川木綿が納められた」との記録が残っている。 

三河花火、八丁味噌、石工業など全国有数の地場産業も成長した。わが国の花火は、三河が

発祥の地とされる。幕府は、各藩の鉄砲・火薬の製造を制限し、三河だけに火薬の製造・貯

蔵、硝石の保有を許した。三河で火薬の平和利用を認めたことが、花火誕生の背景とされる。 

日本一の長さを誇った矢作橋 

矢作橋は、江戸期を通じて日本一の長さを誇った。 

「大日本橋尽」という江戸時代後期に作られた番付表がある。大相撲を模して、全国の橋を

歌川広重「東海道五拾三次 岡崎矢矧之橋」 
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力士に見立て、番付を決めたものだ。この番付表において東の大関が「岡崎矢作橋」である。

当時は横綱の位はまだ無く、東の大関が力士のトップであった。ちなみに西の大関は岩国錦帯

橋だ。 

矢作橋は、東海道岡崎宿の名所と

して有名だった。葛飾北斎や歌川広

重はじめ多くの絵師が浮世絵に描い

た。医師のシーボルトも文政9年

（1826年）オランダ商館長の江戸参府

に随行して橋を渡った。著作『日

本』にその印象を記すとともに、長

崎の絵師に詳細な絵を描かせ同書に

収録している。 

矢作川に初めて橋が架けられたの

は、慶長6年（1601年）とされる。時

の最高権力者、家康公の了解の下、架橋された。同じ東海道の大井川や天竜川は、渡渉や舟渡

しのままであった。江戸期を通じて幕府の「御普請」により、架け替えや修復が繰り返し行わ

れた。 

現在の矢作橋の西詰北側には、日吉丸（後の豊臣秀吉）と蜂須賀小六の「出合乃像」が置か

れている。2人が矢作橋の上で初めて出会う有名なシーンを再現したもので、江戸期に人気を

博した『絵本太閤記』で創作されたエピソードだ。矢作橋は、お城と並び、岡崎で最も知られ

た場所だったのである。 

「三河分県論」と繊維産業の発達 

明治時代ならではのエピソードが、「三河分県論」である。 

明治維新後、直ちに廃藩置県が行われ、岡崎藩は岡崎県となった。明治4年（1871年）11月

には、岡崎県をはじめ三河の10県が統合されて「額田県」となり、岡崎城に県庁が置かれてい

る。 

しかしながら、翌5年11月、額田県は愛知県に統合されたのである。名古屋市を県庁所在地

とする現在の愛知県の姿がこの時に完成した。 

明治期には全国的に県の統合に反発する動きがあった。堺県（後に大阪府）に編入された旧

奈良県は再設置運動を興し、明治20年に奈良県が再設置された。愛媛県に編入された香川県も

「大日本橋尽」東京都立図書館所蔵 
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量産されるようになった。三河木綿の歴史は古く、当地は、わが国木綿の発祥地とされる。平

安初期、延暦18年（799年）に一人の崑崙人（インド人とされる）が三河に漂着し、綿種をも

たらし木綿栽培を教えた。木綿渡来の伝承である。15世紀に入り、朝鮮半島や中国から新しい

綿種が移入され木綿栽培は全国に広まった。永正7年（1510年）奈良の興福寺に「年貢として

三川木綿が納められた」との記録が残っている。 

三河花火、八丁味噌、石工業など全国有数の地場産業も成長した。わが国の花火は、三河が

発祥の地とされる。幕府は、各藩の鉄砲・火薬の製造を制限し、三河だけに火薬の製造・貯

蔵、硝石の保有を許した。三河で火薬の平和利用を認めたことが、花火誕生の背景とされる。 

日本一の長さを誇った矢作橋 

矢作橋は、江戸期を通じて日本一の長さを誇った。 

「大日本橋尽」という江戸時代後期に作られた番付表がある。大相撲を模して、全国の橋を

歌川広重「東海道五拾三次 岡崎矢矧之橋」 

 プロローグ 17 

力士に見立て、番付を決めたものだ。この番付表において東の大関が「岡崎矢作橋」である。

当時は横綱の位はまだ無く、東の大関が力士のトップであった。ちなみに西の大関は岩国錦帯

橋だ。 

矢作橋は、東海道岡崎宿の名所と

して有名だった。葛飾北斎や歌川広

重はじめ多くの絵師が浮世絵に描い

た。医師のシーボルトも文政9年

（1826年）オランダ商館長の江戸参府

に随行して橋を渡った。著作『日

本』にその印象を記すとともに、長

崎の絵師に詳細な絵を描かせ同書に

収録している。 

矢作川に初めて橋が架けられたの

は、慶長6年（1601年）とされる。時

の最高権力者、家康公の了解の下、架橋された。同じ東海道の大井川や天竜川は、渡渉や舟渡

しのままであった。江戸期を通じて幕府の「御普請」により、架け替えや修復が繰り返し行わ

れた。 

現在の矢作橋の西詰北側には、日吉丸（後の豊臣秀吉）と蜂須賀小六の「出合乃像」が置か

れている。2人が矢作橋の上で初めて出会う有名なシーンを再現したもので、江戸期に人気を

博した『絵本太閤記』で創作されたエピソードだ。矢作橋は、お城と並び、岡崎で最も知られ

た場所だったのである。 

「三河分県論」と繊維産業の発達 

明治時代ならではのエピソードが、「三河分県論」である。 

明治維新後、直ちに廃藩置県が行われ、岡崎藩は岡崎県となった。明治4年（1871年）11月

には、岡崎県をはじめ三河の10県が統合されて「額田県」となり、岡崎城に県庁が置かれてい

る。 

しかしながら、翌5年11月、額田県は愛知県に統合されたのである。名古屋市を県庁所在地

とする現在の愛知県の姿がこの時に完成した。 

明治期には全国的に県の統合に反発する動きがあった。堺県（後に大阪府）に編入された旧

奈良県は再設置運動を興し、明治20年に奈良県が再設置された。愛媛県に編入された香川県も

「大日本橋尽」東京都立図書館所蔵 
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単独の県設置を望む声が高まり、明治21年に香川県が復活している。 

額田県の復活を望む声は根強かった。明治23年1月、地元有志は、地理的要素、住民の気質

の差などを理由に三河の分県を訴えて元老院に建白書を提出した。元老院は建白書を可決した

が、内閣が分県案を実施することはなかった。その後も数万人の署名を集めた請願運動が行わ

れた。明治23年11月には、明治憲法に基づく帝国議会が初めて開設され、明治25年の衆議院第

三議会において「額田県設置ニ関スル法律案」が上程された。しかしながら、愛知県選出議員

の反対論も強く、結局実現には至らなかった。三河人の郷土愛、独立心の強さを示すエピソー

ドといえる。 

もう一つ、明治期で特筆すべきは繊維産業の発達である。信州の発明家・臥
が

雲
うん

辰
たつ

致
むね

が考案し

た綿糸紡績機、通称「ガラ紡」によるところが大きい。三河が「ガラ紡」製綿糸の代表的な産

地となったのである。明治14年、官営愛知紡績所が岡崎に設けられた。政府は2つの官営紡績

所を設けたが、広島紡績所は竣工直後の明治15年に民間へ払い下げられたため、岡崎の愛知紡

績所が全国唯一の官営紡績所となった。イギリス製の紡績機械を導入した官営紡績所には、全

国から多くの伝習生が集まった。同所はわが国紡績業の発展に大きく貢献したのである。岡崎

は全国有数の繊維産地となり、三龍社や深田合名などの有力企業が活躍した。 

こうした幾多の積み重ねの上に、三河の中心地岡崎の基盤が作られ、大正期の岡崎信用組合

設立に繋がっていくのである。 
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